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家
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根
源
は
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り

（非　売　品）C

発　行　所

大阪市西区北堀江3丁目10番
電 話　06（6531）6722
FAX　 06（6531）6152

祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動

宗教
法人 寶 生 教 大 阪 本 部

（513号） （513号）令和 3 年11月 1 日 令和 3 年11月 1 日

11 月 号

菊花咲き香る青空のもと　（10月10日）
大阪本部　秋之例大祭　盛大に挙行
―コロナウイルスの緊急事態宣言も解除となり例年通りに―

大祭に奉納された国風歌舞「久米舞」。当教会では 23 年ぶり。
　拝殿から幣殿に上る珍しい舞形態が目を引いた。

総代先導により参進なさる、祭主・祭員の方々。

11月号　（４）（１） 11月号
の
守
り
神
と
し
て
の
神
様
の
存

在
を
、
地
域
の
方
に
、
そ
し
て

さ
ら
に
広
く
世
に
ひ
ろ
め
る
こ

と
が
、
大
神
様
へ
の
ご
恩
返
し

で
あ
り
、
御
心
に
沿
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

発
信
し
て
い
る
内
容
は
、
主

に
神
道
に
関
す
る
こ
と
、
日
本

文
化
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
、

教
信
徒
以
外
の
方
に
も
わ
か
り

や
す
い
文
章
で
毎
週
投
稿
し
て

お
り
ま
す
。

　

神
道
の
も
の
の
考
え
方
、
又

寶
生
教
の
神
様
が
堀
江
の
地
に

鎮
座
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

広
く
世
に
知
ら
し
め
る
た
め
に

現
代
の
ネ
ッ
ト
社
会
に
も
即
し

た
形
で
始
ま
っ
た
布
教
活
動
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
も
ご
理
解
、
ご
協
力
い

た
だ
き
、
共
々
に
神
様
の
存
在

を
世
に
広
め
る
布
教
者
と
し
て

神
様
へ
の
ご
恩
返
し
が
出
来
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。

　

扨
、
今
月
五
日
、
地
球
科
学

者
の
眞
鍋
淑
郎
氏
が
、気
象
学
・

気
候
学
の
分
野
の
研
究
で
、
ノ

ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
じ
日
本
人
と
し
て
、
大
変

誇
ら
し
い
事
で
す
。
気
象
は
、

や
は
り
神
様
の
司
る
領
域
で
、

自
然
の
営
み
は
、
人
間
の
力
の

及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
分
野
に
お
い
て

長
年
研
究
を
重
ね
ら
れ
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と

は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
し
、
日
本
の
喜
び
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

扨
、
先
日
の
例
大
祭
で
、
赤

ち
ゃ
ん
の
呼
吸
の
神
秘
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。

　

先
程
の
天
候
、
自
然
の
話
に

し
て
も
、
人
間
を
始
め
す
べ
て

の
生
命
の
話
に
し
て
も
、
こ
れ

ぞ
「
神
の
御
業
」
で
あ
る
と
云

う
こ
と
は
、
古
来
、
我
々
の
祖

先
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
の
で
す
。

　
「
生
命
」
と
い
う
こ
と
に
関

連
し
て
、
今
か
ら
約
二
年
前
に

『
海
獣
の
子
供
』
と
い
う
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
が
公
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

原
作
は
漫
画
で
、
少
し
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
で
霊
的
な
要
素
も

あ
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
で
す
。

　

タ
イ
ト
ル
通
り
海
が
舞
台

で
、
登
場
人
物
が
海
の
波
打
ち

際
に
立
っ
て
「
こ
の
波
打
ち
際

が
、あ
の
世
と
こ
の
世
の
境
だ
」

と
言
う
表
現
が
あ
り
ま
し
た
。

　

海
の
生
き
物
は
、
地
上
で
は

呼
吸
で
き
ま
せ
ん
。
反
対
に
、

地
上
の
生
き
物
は
、
水
中
で
は

呼
吸
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
先
日
申
し
上
げ
た

よ
う
に
、
我
々
人
間
は
母
親
の

お
腹
の
中
、
羊
水
に
い
る
と
き

は
、
誰
も
が
、
ま
だ
呼
吸
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
世
に
生
ま
れ
、
こ
の
世

の
空
気
に
触
れ
、
初
め
て
呼
吸

を
し
、
魂
が
宿
っ
た
瞬
間
が
、

神
道
に
お
け
る
人
の
命
の
始
ま

り
な
の
で
す
。

　
「
水
子
」
と
い
う
言
葉
を
聞

か
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
。
お
腹
の
中
で
亡
く
な
っ

た
赤
ち
ゃ
ん
を
水
子
と
呼
ん
だ

り
し
ま
す
が
、
神
道
で
は
水
子

は
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

何
故
な
ら
、
こ
の
世
に
生
ま

れ
出
て
、
こ
の
世
の
空
気
を
吸

っ
て
呼
吸
を
始
め
た
瞬
間
が
、

人
の
始
ま
り
だ
か
ら
で
す
。

　

日
本
人
と
し
て
、
命
に
対
す

る
神
道
の
考
え
方
を
し
っ
か
り

と
理
解
し
、
次
の
世
代
へ
も
正

し
く
伝
え
る
こ
と
が
大
切
か
と

存
じ
ま
す
。

　

大
神
様
の
お
恵
み
に
よ
る
、

心
ま
で
澄
む
よ
う
な
秋
晴
れ
の

も
と
、
十
月
十
日
の
佳
き
日
、

大
阪
本
部
秋
之
神
恩
感
謝
例
大

祭
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
は
御
教
祖
倭
魂
雄
之
命

の
祥
月
命
日
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
教
祖
祭
は
割
愛
し
、
役
員
、

有
志
の
皆
様
に
よ
り
大
祭
準
備

が
万
端
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
風
に
国
旗
、
教
会
旗
が
揺

れ
動
く
中
、
西
播
・
養
老
両
教

会
の
御
家
族
、教
信
徒
の
皆
様
、

遠
方
各
地
、
畿
内
、
大
阪
府
下
、

市
内
近
郊
の
本
部
教
信
徒
の
皆

様
、
ま
さ
に
大
神
様
の
御
心
を

揺
り
動
か
さ
ん
と
御
参
拝
。

　

神
酒
、
鏡
餅
、
神
饌
が
供
え

ら
れ
た
御
教
祖
尊
像
を
仰
ぎ
、

御
本
殿
へ
。
雅
楽
部
の
重
厚
な

音
色
の
中
、
定
刻
の
十
時
半
、

斎
主
・
本
部
長
様
を
始
め
祭
員

の
参
進
。

　

大
祭
式
次
第
に
従
い
祭
典
は

進
み
、
御
帳
が
上
が
る
と
、
御

神
殿
に
は
豊
の
御
酒
御
饌
に
、

実
り
の
稲
穂
が
頭
を
垂
れ
、
海

川
山
野
の
秋
の
幸
が
う
ず
た
か

く
供
え
ら
れ
、
紅
白
の
秋
菊
も

麗
し
く
差
し
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

斎
主
大
祭
祝
詞
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
一
日
も
早
い
終
息
、
安

心
立
命
な
日
々
が
過
ご
せ
る
よ

う
、
又
、
寶
生
教
の
益
々
の
神

威
高
揚
、
教
勢
拡
充
に
、
教
信

徒
各
家
の
自
家
成
立
繁
栄
を
祈

願
致
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
久
米
舞
」
奉
納
。

舞
人
は
新
宅
の
奥
様
、倭
子
様
、

藏
樂
貴
子
さ
ん
、
木
本
裕
子
さ

ん
の
四
人
。腰
元
に
剣
を
据
え
、

和
琴
、
篳
篥
、
龍
笛
、
歌
方
の

演
奏
と
共
に
、
優
美
に
奉
舞
。

　

途
中
、剣
を
抜
き
舞
う
姿
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
も
振
り
払

い
、
打
ち
砕
く
如
く
の
勇
壮
な

舞
姿
で
あ
り
ま
し
た
。

　

玉
串
奉
奠
は
教
父
様
、
斎
主

に
続
き
、一
人
ひ
と
り
が
昇
殿
。

大
神
様
、
御
教
祖
様
、
御
祖
先

様
の
日
々
の
ご
守
護
に
感
謝
申

し
上
げ
、真
心
の
玉
串
を
奉
奠
。

斎
主
・
本
部
長
様
の
ご
挨
拶
、

御
教
話
を
頂
き
、
祭
典
は
滞
り

な
く
相
納
め
ま
し
た
。

　

次
に
直
会
、
西
播
教
会
教
母

様
の
ご
発
声
に
よ
り
声
高
ら
か

に
乾
杯
。
大
神
様
と
同
じ
空
間

で
食
事
を
頂
き
、
恒
例
の
福
当

た
り
抽
選
へ
。
有
志
の
皆
様
が

お
供
え
下
さ
っ
た
賞
品
を
笑
顔

で
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
七
月
に
ご
誕
生

さ
れ
た
少
権
現
職
様
ご
夫
妻
の

ご
長
女
・
実
玖
様
の
お
披
露
目

も
あ
り
、
締
め
括
り
は
、
本
部

岸
田
総
代
の
ご
発
声
で
万
歳
三

唱
。
教
信
徒
一
同
、
慶
び
の
内

に
ご
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
大
祭
斎
行
に
あ
た
り
、
総

代
始
め
各
役
員
、
有
志
の
皆
様

に
は
、
数
日
来
の
ご
奉
仕
、
ご

準
備
を
賜
り
、
お
陰
を
以
ま
し

て
盛
大
に
、
素
晴
ら
し
い
祭
典

を
斎
行
さ
せ
て
頂
く
事
が
出
来

ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

　

教
信
徒
の
道
し
る
べ
。
各
家

の
来
年
度
の
月
並
運
勢
表
を
、

左
記
の
通
り
受
付
致
し
ま
す
。

　
　
　

記

一
、
教
会
所
定
封
筒
に

　
　

住
所
、
氏
名
、
職
業
（
具

体
的
に
）、
来
年
の
数
え

年
を
表
書
き
し
、
申
込
み

幣
帛
料（
金
壱
萬
円
）を
中

に
入
れ
て
、
開
封
の
ま
ま

教
会
事
務
所
へ
お
出
し
く

だ
さ
い
。

一
、
申
込
み
は
教
信
徒
で
維
持

費
納
入
者
に
限
り
ま
す
。

一
、
申
込
み
期
日
は
、
十
一
月

十
五
日
よ
り
十
二
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

一
、
運
勢
表
の
授
受
は
、
令
和

四
年
元
旦
で
す
。

※
新
入
会
の
方
、
初
め
て
申
込

み
さ
れ
る
方
は
、
詳
細
等
を

遠
慮
な
く
教
会
事
務
所
に
、

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

教会所定の
封筒

開封のまま

住　

所氏　

名

職　

業

数
え
年

来
年
の

（　　　）

『月並運勢表』
申込み受付（11／15～12／15）

令和4年度

十
一
月
一
日（
月
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

三
日（
祝
）　

西
播
教
会
秋
之
大
祭　

午
前
十
時
半

　
　
　

七
日（
日
）　

御
本
宮
月
並
祭
　　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
月
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
火
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

十
日（
水
）　

宝
生
会
（
富
士
ス
タ
ジ
ア
ム
G
C
）

　
　

十
四
日（
日
）　

七
五
三
参
り　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　

十
五
日（
月
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

二
十
日（
土
）　

養
老
教
会
修
行
日

　
　

二
三
日（
祝
）　

東
京
地
区
敬
和
会

　
　

二
五
日（
木
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　

二
八
日（
日
）　

名
古
屋
地
区
敬
和
会

十
二
月
一
日（
水
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

五
日（
日
）　

御
本
宮
月
並
祭
　　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
水
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
木
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

教
　
会
　
行
　
事



ほ　　う　　せ　　い ほ　　う　　せ　　い

御
本
宮
　
月
並
祭
　
　
　
毎
月
第
一
日
曜
日
　
午
前
十
一
時
半
よ
り

（３） 11月号 11月号　（２）（513号） （513号）令和 3 年11月 1 日 令和 3 年11月 1 日

心
・
魂
は
神
の
御
分
霊

ご教話

月並祭
（9月15日）

呼
吸
を
始
め
た
瞬
間
が
人
の
始
ま
り

ご教話

月並祭
（10月15日）

神
秘
・
奇
跡
で
あ
る
生
命
の
リ
レ
ー

秋之大祭
ご教話

献饌台が設けられる東の間には教父様。

大祭ご教話の大阪本部長様

大祭直会、万歳三唱でお開き。

途
中
、
剣
を
抜
い
て
の
独
特
の

舞
容（
上
）。
副
権
現
夫
人
・

多
惠
子
様
、
倭
子
様
、

木
本
裕
子
さ
ん
、
藏
樂

貴
子
さ
ん
の
四
人
で
奉
舞
。

　

教
信
徒
の
皆
様
、
本
日
は
大

阪
本
部
秋
之
例
大
祭
に
よ
う
こ

そ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。

　

西
播
、
養
老
、
各
教
会
の
ご

家
族
、
役
員
、
教
信
徒
の
皆
様
、

又
東
は
関
東
、
東
海
、
西
は
九

州
、
中
国
各
地
域
よ
り
、
更
に

関
西
近
郊
、
大
阪
府
下
、
市
内

各
地
域
の
本
部
教
信
徒
の
皆

様
、
道
の
長
手
も
一
筋
に
、
ご

参
拝
誠
に
お
疲
れ
様
で
御
座
居

ま
す
。

　

祭
典
中
、
大
和
歌「
久
米
舞
」

を
皆
様
と
共
に
奉
納
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　
「
久
米
舞
」
は
、
現
存
す
る

日
本
最
古
の
「
国
風
の
歌
舞
」

と
云
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
起
源

は
神
武
天
皇
の
東
征
神
話
の
中

で
、
戦
勝
を
祝
っ
て
久
米
氏
一

族
が
歌
っ
た
歌
に
舞
を
付
け
た

も
の
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
で
も
宮
中
で
は
、
天
皇

即
位
の
礼
や
正
月
の
祭
祀
な
ど

で
奉
納
さ
れ
る
大
変
め
で
た
い

曲
で
す
。
楽
人
、
舞
人
共
に
よ

く
鍛
練
を
積
ま
れ
、
立
派
に
奉

納
下
さ
い
ま
し
た
。

　

扨
、
遡
る
事
約
一
ヶ
月
程
前

で
し
ょ
う
か
。
私
達
そ
れ
ぞ
れ

が
頂
い
て
い
る
「
命
」
は
本
当

に
神
秘
的
で
あ
る
な
と
、
改
め

て
感
じ
、
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
お
話
に
変
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
こ
の
世
に
生
を
受

け
る
赤
ち
ゃ
ん
の
「
呼
吸
」
の

お
話
で
す
。

　

私
達
ほ
乳
類
は
、
母
親
の
身

体
の
中
で
胎
児
を
育
て
ま
す
。

人
間
の
妊
娠
期
間
は
概
ね
十
月

十
日
。
個
人
差
も
あ
り
、
諸
説

あ
り
ま
す
が
、
八
ヵ
月
頃
に
は

臓
器
、
骨
格
な
ど
も
完
成
し
て

い
る
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

最
初
は
一
ミ
リ
に
も
満
た
な

い
受
精
卵
と
い
う
細
胞
が
、
十

月
十
日
後
に
は
約
三
千
グ
ラ
ム

の
人
に
、
母
親
の
体
内
で
成
長

を
遂
げ
る
の
で
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
も
凄
い
事
だ
な

と
、
私
な
ど
は
思
い
ま
す
。

　

皆
様
よ
く
ご
存
知
の
よ
う

に
、
赤
ち
ゃ
ん
は
母
親
の
体
内

で
は
羊
水
と
呼
ば
れ
る
水
の
中

に
浮
い
て
い
る
の
で
、
衝
撃
か

ら
守
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

勿
論
、
水
の
中
で
す
の
で
、

呼
吸
は
し
ま
せ
ん
し
、
排
便
も

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
排
尿
は

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

母
親
と
赤
ち
ゃ
ん
は
「
へ
そ

の
緒
」
で
繋
が
っ
て
い
て
、
胎

内
で
の
成
長
に
必
要
な
酸
素
や

栄
養
を
送
り
、
又
赤
ち
ゃ
ん
の

成
長
過
程
で
出
る
排
泄
物
の
排

泄
な
ど
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

こ
の
「
へ
そ
の
緒
」
を
通
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、通
常
出
産
の
場
合
、

母
親
の
狭
い
産
道
を
通
り
、
空

気
に
触
れ
て
、「
お
ぎ
ゃ
あ
」

と
泣
い
て
、
は
じ
め
て
肺
呼
吸

が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
瞬
間
こ
そ
が
、
胎
児
か

ら
一
人
の
人
間
と
し
て
魂
が
備

わ
る
瞬
間
な
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
へ
そ
の
緒
が
切
ら

れ
、
胎
盤
か
ら
の
血
流
が
途
絶

え
る
と
、
は
じ
め
て
血
液
が
肺

に
も
巡
り
、
新
生
児
と
し
て
の

血
流
に
切
り
替
わ
る
の
で
す
。

　

で
は
そ
れ
ま
で
、
羊
水
の
中

で
赤
ち
ゃ
ん
の
肺
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
肺
や
気
管
は
、

母
親
の
胎
内
で
は
、
水
を
充
分

に
含
ま
せ
た
ス
ポ
ン
ジ
の
様
に

水
浸
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
水
は
羊
水
で
は
な
く
て

「
肺
水
」
と
呼
ば
れ
る
、
赤
ち

ゃ
ん
が
自
ら
作
り
出
す
体
液
な

の
で
す
。

　

勿
論
、
肺
や
気
管
が
水
浸
し

で
は
、
呼
吸
で
き
ま
せ
ん
。
出

産
が
近
く
な
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん

は
呼
吸
の
準
備
を
始
め
ま
す
。

　

そ
の
知
ら
せ
が
陣
痛
で
、
陣

痛
が
始
ま
る
と
母
親
は
特
別
な

ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
、
そ
の
ホ

ル
モ
ン
の
働
き
で
、
赤
ち
ゃ
ん

も
こ
の
世
に
出
る
準
備
を
更
に

加
速
さ
せ
ま
す
。

　

肺
に
溜
ま
っ
て
い
る「
肺
水
」

を
赤
ち
ゃ
ん
自
身
が
吸
収
し
始

め
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
時
は

ま
だ
充
分
に
肺
の
水
分
が
抜
け

て
い
ま
せ
ん
。

　

実
は
、
産
道
と
い
う
大
変
窮

屈
な
場
所
を
通
る
、
物
理
的
な

圧
迫
の
力
で
、
肺
の
水
分
は
体

外
に
押
し
出
さ
れ
、
又
そ
の
圧

迫
の
力
を
感
じ
て
、
赤
ち
ゃ
ん

自
身
も
「
肺
水
」
の
吸
収
を
大

急
ぎ
で
行
い
ま
す
。

　

そ
う
し
て
、
こ
の
世
に
生
れ

出
る
準
備
を
行
い
、
初
め
て
肺

に
空
気
を
一
杯
に
吸
い
込
み

「
お
ぎ
ゃ
あ
」
と
声
を
上
げ
た

時
に
、
神
か
ら
の
分
御
霊
で
あ

る
魂
が
宿
る
の
で
す
。

　

実
は
、
そ
の
時
重
要
な
事
が

も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。

　

水
分
が
抜
け
て
縮
こ
ま
っ
た

肺
に
空
気
が
送
り
込
ま
れ
一
気

に
膨
ら
む
と
、
表
面
積
が
一
気

に
ふ
く
れ
あ
が
り
、
肺
が
破
れ

て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
心
配
ご
無
用
。
赤

ち
ゃ
ん
は
肺
が
破
れ
な
い
よ
う

に
、
肺
胞
の
表
面
に
「
肺
サ
ー

フ
ァ
ク
タ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る

潤
滑
剤
を
分
泌
さ
せ
て
、
肺
の

損
傷
を
防
い
で
い
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
赤
ち
ゃ
ん
は
、
僅
か

数
日
間
、
又
出
産
後
の
僅
か
な

時
間
で
最
後
の
大
仕
上
げ
で
あ

る
呼
吸
の
準
備
を
自
ら
整
え
て
、

こ
の
世
に
生
れ
出
る
の
で
す
。

　

大
変
神
秘
的
で
、
す
ご
い
事

だ
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
？

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
お
話

は
医
療
従
事
者
で
あ
れ
ば
よ
く

知
っ
て
お
ら
れ
る
話
で
す
し
、

素
人
の
私
で
も
、
少
し
調
べ
れ

ば
知
る
事
が
出
来
ま
す
。

　

つ
ま
り
、「
理
屈
」
は
現
代

の
医
学
で
知
る
事
が
出
来
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
「
作

り
出
す
」
事
は
、
人
間
に
は
到

底
出
来
ま
せ
ん
。

　

私
達
人
間
も
含
め
、
生
き
と

し
生
け
る
全
て
の
生
命
は
、
長

い
長
い
生
物
の
進
化
の
中
で
、

神
が
つ
く
り
、
自
然
が
育
ん
だ

も
の
な
の
で
す
。

　

そ
の
神
こ
そ
、
私
達
の
信
仰

す
る
寶
生
山
八
津
御
嶽
大
神
の

中
心
に
お
ら
れ
る
、
元
無
極
体

天
御
中
主
国
常
立
之
尊
産
土
之

大
御
神
な
の
で
す
。

　

先
程
大
祭
の
祝
詞
の
中
で
、 「

不
断
に
万
物
の
生
を
養
い
」

と
い
う
称
え
言
葉
を
奏
上
し
ま

し
た
が
、
正
に
そ
う
い
う
事
な

の
で
す
。

　

こ
の
世
の
全
て
の
営
み
は
、

遥
か
太
古
の
昔
か
ら
受
け
継
が

れ
て
い
る
、
生
命
の
リ
レ
ー
の

賜
物
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
私
を
含
め
、
今

こ
こ
に
居
ら
れ
る
全
て
の
皆
様

が
、
数
え
切
れ
な
い
奇
跡
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
、
存
在
し
て

い
る
の
で
す
。

　

人
間
と
し
て
こ
の
世
に
生
を

受
け
た
事
こ
そ
、
大
い
に
感
謝

す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

長
い
長
い
生
命
の
繋
が
り
、

又
先
人
達
の
積
み
上
げ
て
き
た

永
い
時
間
に
思
い
を
巡
ら
せ
た

時
、
私
達
個
人
の
一
生
は
ご
く

僅
か
な
時
間
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、与
え
ら
れ
た
時

間
を
大
切
に
過
ご
さ
な
け
れ
ば

勿
体
な
い
で
す
し
、私
達
の
人
生

に
お
け
る
日
々
の
悩
み
や
苦
し

み
は
、生
命
の
壮
大
な
リ
レ
ー
の

中
で
は
、ほ
ん
の
一
瞬
の
、些
細

な
事
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
世
に
神
が
存
在
す
る
か

ら
こ
そ
、
私
達
の
生
命
が
あ
る

の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
互
い
に
、
大

神
様
、
御
祖
先
様
の
御
守
護
を

頂
き
、
健
康
を
守
り
、
自
家
成

立
繁
栄
に
励
み
、
心
豊
か
な

日
々
が
送
れ
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
月
二
十
三
日
は
秋
分
の

日
。
教
会
で
は
祖
先
大
祭
を
斎

行
致
し
ま
す
。
本
日
は
、
そ
れ

に
因
み
ま
し
て
人
間
の
命
と
は

何
ぞ
や
と
い
う
お
話
を
改
め
て

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

私
達
人
間
の
命
は
、
身
体
と

魂
で
出
来
て
お
り
ま
す
。
身
体

は
自
然
か
ら
の
借
り
物
。
そ
し

て
形
あ
る
も
の
は
、
い
つ
か
は

消
滅
し
ま
す
。
こ
れ
は
世
の
中

全
て
の
理
で
す
。
で
す
か
ら
、

寿
命
が
あ
り
、
死
を
迎
え
、
身

体
は
自
然
へ
と
還
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ

た
心
、
人
格
を
お
持
ち
で
す
。

で
す
か
ら
見
え
方
、
感
じ
方
、

捉
え
方
が
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で

す
。
こ
の
心
こ
そ
が
そ
れ
ぞ
れ

の
魂
な
の
で
す
。

　

こ
の
魂
が
一
体
何
処
に
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
に

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

「
目
に
は
見
え
な
い
も
の
」
な

の
で
す
。

　

先
程
申
し
ま
し
た
、
形
あ
る

　

本
日
は
、
お
子
様
方
も
大
勢

ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。
大
変

尊
い
お
姿
で
す
。
こ
の
奇
跡
的

な
生
命
の
リ
レ
ー
を
、
そ
し
て

有
り
難
い
寶
生
教
の
教
え
を
、

次
の
世
代
へ
と
し
っ
か
り
と
繁

い
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

日
の
大
祭
に
あ
た
り
、
役
員
の

皆
様
に
は
数
ヶ
月
に
亘
り
協
議

を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
お
蔭
様

で
素
晴
ら
し
い
大
祭
を
斎
行
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

又
婦
人
世
話
人
の
皆
様
に
は

数
日
来
の
撤
饌
の
準
備
、
前
日

に
は
総
代
始
め
参
事
、
地
区
世

話
人
、
宝
寿
会
、
青
年
部
、
有

志
の
皆
様
の
、
暑
さ
厳
し
い
中

で
の
心
尽
く
し
の
ご
奉
仕
、
誠

に
有
難
う
御
座
居
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

身
体
は
、
不
調
が
あ
れ
ば
検
査

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
心
を
目
で
見
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
目
に
見
え
な
い
心
、

魂
は
神
様
の
御
分
霊
で
す
。
そ

の
魂
は
た
と
え
死
を
迎
え
て
も

消
滅
す
る
こ
と
な
く
、
未
来
永

劫
存
在
し
続
け
る
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
神
道
で
は
祖
先

祀
り
が
根
本
で
あ
る
と
説
い
て

い
る
の
で
す
。

　

私
共
の
寶
生
教
で
は
、
御
教

祖
が
大
神
様
よ
り
直
接
、
教
憲

「
天
祖
中
心
祖
先
之
教
」
を
ご

神
示
頂
か
れ
、
我
々
に
も
教
え

伝
え
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
教
会
で
は
、
三
ヶ
月
ほ
ど

前
か
ら
、
時
代
に
即
し
た
布
教

活
動
の
一
環
と
し
て
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
使

っ
て
情
報
発
信
を
始
め
ま
し
た
。

　

大
阪
本
部
が
現
在
の
堀
江
の

地
に
遷
座
し
て
、丁
度
七
十
年
。

多
難
な
世
の
中
に
お
い
て
、
教

信
徒
の
皆
様
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
、
常
に
ご
守
護
く
だ

さ
る
寶
生
山
八
津
御
嶽
大
神
。

　

同
時
に
、
地
域
を
守
る
堀
江

　

天
祖
、
即
ち
大
神
様
を
生
活

の
何
よ
り
も
中
心
に
据
え
る
。

そ
し
て
大
神
様
と
同
様
に
、
各

家
の
ご
祖
先
も
大
切
に
お
祀
り

す
る
、
と
い
う
教
え
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

斎
主
が
奏
上
す
る
祝
詞
の
中

に
「
古
き
国
風
の
隨
に
」
と
い

う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
ば
は
、
古
来
伝
わ
る
日
本

の
し
き
た
り
に
従
っ
て
神
事
を

執
り
行
っ
て
い
る
、
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
日
本
人
が
連
綿
と

伝
え
続
け
て
こ
ら
れ
た
姿
こ
そ

が
、
神
道
で
あ
り
、
祖
先
祀
り

な
の
で
す
。

　

そ
の
様
に
考
え
て
み
ま
す

と
、「
天
祖
中
心
祖
先
之
教
」、

何
と
尊
く
、
有
り
難
い
教
え
で

あ
る
か
と
か
み
し
め
て
頂
け
る

か
と
存
じ
ま
す
。

　

世
間
一
般
で
は
葬
式
や
法
事

は
仏
教
行
事
と
理
解
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
こ
れ
は
決
し
て
正
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
で
生

ま
れ
た
本
来
の
仏
教
に
は
、
祖

先
祀
り
と
い
う
考
え
方
は
存
在

し
ま
せ
ん
。
そ
の
仏
教
が
伝
来

し
、
そ
こ
へ
日
本
の
祖
先
祀
り

を
取
り
入
れ
た
の
が
、
現
在
の

仏
教
な
の
で
す
。

　

正
し
く
は
、
全
て
の
基
本
が

神
道
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
神
道
、
祖
先
祀
り
の

大
切
さ
を
、
次
の
世
代
へ
繋
が

せ
て
頂
け
る
の
も
又
、
ご
祖
先

の
お
陰
な
の
で
す
。

　

ご
祖
先
の
ご
守
護
な
く
し

て
、日
々
の
生
活
は
困
難
で
す
。

そ
の
御
霊
の
存
在
を
し
っ
か
り

と
認
識
さ
れ
、
感
謝
し
、
お
仕

え
す
る
こ
と
が
、
更
な
る
大
き

な
ご
守
護
に
繋
が
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

く
に
ぶ
り

は
い
す
い

た
た

こ
と
わ
り

く
に
ぶ
り

ま
に
ま

み
た
ま


	寶生2111-A修正 (1)
	寶生2111-B

